








要約:進行性筋ジストロフィーは近年ジストロフィン蛋白異常症として注目され、その遺伝

子レベルでの解析が進んでいる。しかし本邦でも Duchenne 型(DMD)の鳩合、出生男児4600

人に 1人と頻度の高い疾患であるにもかかわらず、その有効な治療法はいまだなく、症状

も進行性であるため、その保因者診断がしばしば問題となる。私達はヘパリン血より抽出

した DNA を用い、pERT87 座ジストロフィン遺伝子プライマーを作成し、遺伝子増幅法(PCR)

を用いた RFLPs 分析を行い、その保因者診断及び出生前診断を試みたので報告する。 


